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2【令和４年６月定例会】かみかわ町議会だより

６月定例会を開催６月定例会を開催
　令和４年第２回神川町議会定例会は、６月７日から14日までの８日間の会期で開かれ、町政に
対する一般質問が行われたほか、櫻澤　晃町長から提案された令和４年度補正予算３件をはじめ、
条例改正２件、契約等５件の計10件の案件及び陳情１件が審議され、原案どおり可決・承認・採
択されました。（議案一覧及び審議結果は10ページをご覧ください。）
　また、一般質問は６月７日に行われ、７名の議員が、町長をはじめ町当局の考えについて、質
問しました。　

※一般質問とは、議員が町の現在の施策、将来の考え方や説明を町長などに求め、
　町民のための適切な町政運営を行っているかチェックするものです。
※６月定例会の一般質問の全文は、議会事務局の会議録で閲覧することが出来ます。
　また、町ホームページでも９月上旬から閲覧出来ます。

質　問　者 質　問　事　項 質　問　要　旨 掲載頁
柴崎　愛子 １．スマートメーター

　　の導入について
１　遠隔での水道検針及び漏水の早期発見について

２　各課連携しての高齢者見守り対策について
３

川浦　雅子 １．高齢化に対応した
　　施策について

２．支援制度周知に
　　ついて

３．更年期障害について

１　ここで暮らし続けられるためについて

１　いち早く申請、支援に繋げるためについて

１　理解とサポートについて

４

新井　太一 １．川の国埼玉はつらつ
　　プロジェクトについて

１　事業の進捗状況について

２　今後の施設利用について ５
２．新宿ふれあい公園
　　の整備について

１　人が集う魅力ある公園整備について

２　今後の施設利用について
四方田繁男 １．空き家対策について １　適切に管理されていない空き家対策について

２　危険性の高い空き家対策について
６

坂本　貴佳 １．町の防災対策について １　幼児・児童の避難計画及び避難訓練について

２　避難所の設置条件について

３　高齢者施設への危険回避策について

７

赤羽奈保子 １．がん患者の支援に
　　ついて

１　医療用ウィッグ（かつら）の助成について

２　男性用トイレにサニタリーボックスの設置に
　　ついて

８

野口　弘吉 １．町内の小学校に
　　ついて

１　児童数の減少に伴う、今後の町内小学校の
　　あり方について ９
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一 般 質 問

かみかわ町議会だより

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
導
入

◆
遠
隔
で
水
道
検
針

１
市
３
町
の
水
道
の
漏
水
件
数
を

調
べ
、
比
率
を
見
る
と
、
神
川
町
が

最
も
高
い
で
す
。
こ
れ
は
、
町
の
損

失
で
あ
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー
器
内
側

の
宅
内
で
あ
れ
ば
契
約
者
で
あ
る
個

人
、
ま
た
は
、
法
人
の
損
失
に
も
な

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を

導
入
し
た
場
合
は
、
直
ぐ
に
漏
水
が

分
か
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
は
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
３

年
間
で
13
万
の
企
業
や
家
庭
に
設
置

す
る
方
針
で
、
２
０
３
０
年
代
ま
で

に
は
７
８
０
万
あ
る
都
内
の
全
契
約

先
へ
の
導
入
拡
大
も
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
等
見
守
り
機
能

を
連
動
し
た
専
用
ア
プ
リ
も
制
作
中

と
の
報
道
で
す
。
ア
プ
リ
に
登
録
す

る
と
、
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
家
族

に
「
使
い
始
め
、
不
使
用
、
連
続
使

用
な
ど
」
の
水
道
利
用
状
況
を
、
メ

ー
ル
配
信
す
る
仕
組
み
で
す
。　

　
３
６
５
日
24
時
間
、
地
域
で
の
見

守
り
活
動
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
本
来
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
導
入

は
、
上
下
水
道
課
で
、
高
齢
者
の
見

守
り
は
、
町
民
福
祉
課
や
保
険
健
康

課
で
す
が
、
神
川
町
と
し
て
各
課
連

携
し
、
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の

導
入
を
検
討
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
り

価
格
低
下
の
場
合
導
入
余
地
あ

る
が
、
現
時
点
で
の
導
入
は
難

し
い
」　
　

　
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
取
扱
い
メ
ー

カ
ー
及
び
実
証
実
験
中
の
事
業
体
へ

聞
き
取
り
し
た
と
こ
ろ
、
運
用
に
は
、

「
携
帯
電
話
の
電
波
が
安
定
し
た
状

態
が
前
提
で
あ
り
、
設
置
も
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
効
果
の
検
証
ま
で
至
っ

て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
」
と
の
こ

と
で
し
た
。　

　
設
置
し
た
場
合
の
試
算
で
は
現
在

の
経
費
よ
り
年
額
で
１
・
５
倍
ほ
ど

の
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

　
今
後
、
東
京
都
な
ど
大
都
市
で
導

入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
り
価
格
が
大
幅

に
下
が
っ
た
場
合
に
は
導
入
の
余
地

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
時
点
で

の
導
入
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
各
課
連
携
し
て
の
高
齢
者

見
守
り
対
策
は
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ

ー
が
安
定
し
て
稼
働
す
る
こ
と
を
前

提
に
し
て
お
り
、
安
否
確
認
な
ど
見

守
り
の
助
け
と
な
る
信
頼
性
を
担
保

で
き
る
か
、
確
実
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
災
害
時
に
通
信
の
中
継

点
と
な
る
携
帯
電
話
の
基
地
局
が
停

電
し
た
場
合
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

を
設
置
し
た
各
家
庭
の
水
道
の
使
用

状
況
も
不
明
と
な
る
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
見
守

り
の
手
段
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

柴
崎
愛
子
議
員

答
え

出典：厚生労働省ホームページ　（https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000756521.pdf）
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一 般 質 問

かみかわ町議会だより

高
齢
化
に
対
応
し
た
施
策

◆
住
民
の
不
安
に
寄
り
添
っ
て

　
町
の
出
生
率
の
減
少
を
う
け
て
、

住
民
か
ら
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

「
こ
の
先
、
高
齢
者
ば
か
り
の
地
域

が
出
て
く
る
と
思
う
。
運
転
免
許
返

納
後
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
、
防
災
で
も
不
安
を
感
じ
る
。
自

宅
で
出
来
る
こ
と
を
維
持
し
続
け
た

い
が
、
町
に
計
画
を
聞
い
て
ほ
し

い
。
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
高
齢
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。　

　
　
　
　

町
長

「
様
々
な
課
題
に

　
　
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
」　
　

　
現
在
、
町
で
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
方
に
は
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

配
付
す
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
で
必

要
な
外
出
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
維
持
で
は
、
特
定
健
康
診
査
等

の
各
種
検
診
や
体
操
教
室
等
の
フ
レ

イ
ル
対
策
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
講
座
・
サ
ー
ク
ル

活
動
へ
の
支
援
等
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
町
の
高
齢
化
率
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
の
で
、
様
々
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

支
援
制
度
周
知

◆
必
要
な
人
に
届
く
よ
う
に

　
国
や
町
に
よ
る
支
援
制
度
に
は
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
行
政
と
の
か
か
わ
り
方

が
分
か
ら
な
い
人
、
生
活
が
苦
し
く

て
も
自
己
責
任
だ
と
思
っ
て
い
る
人
、

ま
た
、
政
治
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕

さ
え
な
い
人
も
い
ま
す
。

　
必
要
な
人
に
適
切
な
支
援
制
度
の

周
知
、
ま
た
、
町
の
奨
学
資
金
貸
付

制
度
の
周
知
に
力
を
入
れ
る
考
え
は

あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　  

町
長

「
必
要
な
情
報
を

　
　
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
」

　
必
要
な
時
に
必
要
な
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

ラ
イ
ン
等
、
周
知
徹
底
に
努
め
て
い

ま
す
。
利
用
対
象
者
が
絞
ら
れ
て
い

る
制
度
で
は
、
町
か
ら
通
知
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
教
育
長

「
就
学
が
困
難
な
方
へ
の

　
　
制
度
周
知
に
努
め
ま
す
」

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
大
学
等

へ
の
就
学
が
困
難
な
方
に
向
け
て
、

町
の
奨
学
資
金
貸
付
制
度
を
、
毎
年

「
広
報
か
み
か
わ
」
の
６
月
号
に
掲

載
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
常
時
、

情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

更
年
期
障
害

◆
理
解
を
広
め
る
取
組
を

　
厚
生
労
働
省
は
、
今
年
度
か
ら
更

年
期
に
生
じ
る
症
状
が
、
日
常
生
活

や
仕
事
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、

実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
女
性
は
閉
経
前
後
に
症
状
が
現
れ
、

ま
た
、
男
性
は
30
歳
以
降
、
誰
に
で

も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
症

状
が
重
い
場
合
、
理
解
が
得
ら
れ
ず
、

辛
い
経
験
を
し
て
い
る
方
も
多
い
の

で
、
更
年
期
障
害
に
対
し
て
理
解
を

広
め
る
町
の
取
組
に
つ
い
て
、
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
長

「
更
年
期
障
害
の

周
知
啓
発
を
強
化
し
ま
す
」

　
更
年
期
障
害
は
、
当
事
者
を
含
め

周
囲
も
判
断
し
づ
ら
い
症
状
の
た
め
、

理
解
と
周
知
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
相

談
案
内
の
周
知
を
図
り
、
不
安
を
抱

え
る
方
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め

ま
す
。

川
浦
雅
子
議
員

答
え

答
え

答
え

答
え
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一 般 質 問

かみかわ町議会だより

川
の
国
埼
玉

は
つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
遊
歩
道
の
完
成
を

　
町
の
第
２
次
総
合
計
画
で
は
、
水

辺
資
源
活
用
施
設
の
充
実
を
図
る
こ

と
と
し
て
、
神
流
川
水
辺
公
園
か
ら

秩
父
瀬
神
流
パ
ー
ク
ま
で
の
約
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を
対
象
に
、
埼

玉
県
と
神
川
町
の
共
同
整
備
事
業
、

川
の
国
埼
玉
は
つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
釣

り
や
水
遊
び
な
ど
安
全
に
水
と
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
空
間
づ
く
り
と
、

周
辺
の
整
備
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出

を
目
的
に
町
が
提
案
し
、
県
に
採
択

さ
れ
た
事
業
に
な
り
ま
す
。
県
が
担

当
し
た
工
事
は
既
に
完
了
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
が
当
初
計
画

の
と
お
り
に
実
施
で
き
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
整
備
完
了
後
の
施
設
の
利
活

用
の
方
針
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。　

　
　
　
　

町
長

「
今
後
の
活
用
を

　
　
　
　
協
議
し
ま
す
」　
　

　
県
の
事
業
は
、
秩
父
瀬
神
流
パ
ー

ク
か
ら
水
辺
公
園
ま
で
を
つ
な
げ
る

遊
歩
道
の
整
備
と
、
水
辺
公
園
の
せ

せ
ら
ぎ
水
路
の
改
修
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
遊
歩
道
は
落
石
の
危
険

性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
平
成
30
年

８
月
の
協
議
会
で
協
議
し
、
計
画
の

一
部
変
更
が
承
認
さ
れ
取
り
や
め
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
ハ
ー
ド
事
業
が
完
了
す

る
こ
と
か
ら
、
関
係
者
と
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
の
活
用
を
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

新
宿
ふ
れ
あ
い
公
園
の
整
備

◆
人
が
集
う

　
　
魅
力
あ
る
公
園
整
備
を

　
町
の
都
市
公
園
の
一
つ
で
も
あ
る

新
宿
ふ
れ
あ
い
公
園
に
は
、
長
期
に

わ
た
り
進
入
禁
止
の
箇
所
が
継
続
さ

れ
、
利
用
で
き
な
い
施
設
が
あ
り
ま

す
が
、
な
ぜ
現
在
も
閉
鎖
さ
れ
た
ま

ま
な
の
で
す
か
、
ま
た
、
今
後
開
放

す
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

　
長
期
間
、
公
園
の
改
修
や
新
た
な

整
備
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

新
宿
ふ
れ
あ
い
公
園
に
足
を
運
び
た

く
な
り
、
遊
び
に
来
ら
れ
た
方
が
集

え
る
魅
力
あ
る
公
園
に
向
け
、
安
全

性
や
快
適
性
を
兼
ね
そ
ろ
え
た
整
備

が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
安
全
性
や
快
適
性
に
配
慮

し
た
整
備
を
検
討
し
ま
す
」

　
新
宿
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
旧
清
掃

セ
ン
タ
ー
の
跡
地
を
利
用
し
て
整
備

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
安
全
対
策
を
講
じ
た
上

で
開
放
に
向
け
て
調
整
し
て
い
く
と

と
も
に
、
今
年
度
実
施
の
公
園
施
設

長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
基
本
と
し
、

安
全
性
や
快
適
性
に
配
慮
し
た
整
備

を
検
討
し
ま
す
。

答
え

答
え

新
井
太
一
議
員

当初の遊歩道計画箇所（渡瀬の水辺公園側から撮影）

活用が待たれる新宿公園内の施設
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一 般 質 問

かみかわ町議会だより

空
き
家
対
策

◆
空
き
家
対
策
を

            

推
進
す
る
た
め
に

　
町
内
も
空
き
家
が
増
加
し
て
い
る

状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。
な
か
で
も

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家

は
草
木
の
繁
茂
や
野
生
動
物
の
住
処
、

ご
み
の
投
棄
や
放
火
の
心
配
な
ど
に

よ
り
、
衛
生
面
・
防
犯
、
様
々
な
形

で
地
域
環
境
の
悪
化
に
繋
が
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
き
家

に
つ
い
て
早
急
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
他
の
自
治
体
で

は
空
き
家
対
策
法
に
基
づ
く
空
き
家

の
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
協
議
会

の
設
置
や
計
画
の
策
定
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
ま
ち
は
、
今
後
ど
の
よ

う
な
方
針
で
行
く
の
か
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
神
川
町
老
朽
空
き
家
除
去

補
助
金
制
度
が
あ
り
、
解
体
に
要
し

た
費
用
３
分
の
１
、
30
万
円
を
上
限

と
し
た
補
助
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平

均
的
な
木
造
家
屋
30
〜
40
坪
程
度
の

も
の
を
解
体
す
る
場
合
の
費
用
は
、

２
０
０
万
円
程
度
と
な
り
ま
す
。

　
費
用
総
額
に
対
し
て
補
助
金
額
が

少
な
い
こ
と
も
解
体
除
去
が
進
ま
な

い
要
因
の
一
つ
だ
と
考
え
ま
す
。
老

朽
空
き
家
除
去
補
助
金
の
上
限
額
を

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
行
政
指
導

の
一
層
強
化
な
ど
、
危
険
な
空
き
家

の
早
急
な
解
体
除
去
の
推
進
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　

町
長

「
計
画
の
策
定
や

　
　
補
助
金
を
研
究
し
ま
す
」

　
空
き
家
の
現
状
は
１
３
０
軒
を
確

認
し
、
保
安
上
の
危
険
や
衛
生
上
有

害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
特
定
空
き

家
は
８
軒
、
敷
地
等
の
管
理
が
さ
れ

て
い
な
い
管
理
不
全
が
18
軒
、
残
り

の
１
０
４
軒
の
敷
地
等
は
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
空
き
家
等
対
策
計
画
は
、
空
き
家

対
策
特
措
法
の
手
続
や
空
き
家
の
利

活
用
、
流
通
促
進
、
適
正
管
理
な
ど
、

基
本
的
な
内
容
を
計
画
に
す
る
も
の

で
、
空
き
家
解
消
に
つ
な
が
る
の
か
、

研
究
し
ま
す
。
管
理
さ
れ
て
い
な
い

空
き
家
の
所
有
者
に
は
、
引
き
続
き

所
有
権
に
基
づ
く
管
理
責
任
を
果
た

し
て
も
ら
え
る
よ
う
通
知
等
で
指
導

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
補
助
金
の
上
限
額
引
上
げ

に
よ
り
、
危
険
性
の
高
い
空
き
家
の

解
体
除
去
の
促
進
効
果
は
、
少
な
か

ら
ず
期
待
で
き
ま
す
が
、
空
き
家
は

個
人
の
財
産
で
あ
り
、
所
有
者
の
責

任
に
よ
り
管
理
し
解
体
除
去
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

一
概
に
補
助
金
額
の
引
上
げ
を
も
っ

て
解
体
除
去
を
促
進
す
る
こ
と
は
慎

重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
近
隣
市
町

の
状
況
も
踏
ま
え
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

四
方
田
　
繁
男
議
員

答
え

出典：国土交通省ウェブサイト
（https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/r01/hakusho/r02/html/n1122000.html）

（資料）国土交通省

図表 I-1-2-16　空き家等対策の推進に関する
特別措置法に基づく支援例
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一 般 質 問

かみかわ町議会だより

町
の
防
災
対
策

◆
避
難
訓
練
の
現
状
を
問
う

　
毎
戸
配
布
さ
れ
た
神
川
町
防
災
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

町
内
の
幼
保
施
設
は
浸
水
想
定
地
域

外
で
し
た
が
、
学
校
関
係
で
は
渡
瀬

小
学
校
が
０
・
５
ｍ
か
ら
３
ｍ
の
浸

水
想
定
地
域
内
に
あ
り
ま
す
。
児
童

福
祉
法
等
で
は
避
難
訓
練
の
実
施
を

定
め
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
、
保

護
者
と
の
協
力
を
含
め
た
、
避
難
訓

練
計
画
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

　
な
お
、
渡
瀬
小
学
校
は
、
地
域
事

情
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
避
難
所

兼
避
難
場
所
に
は
不
適
で
す
。
こ
れ

ら
の
避
難
場
所
等
の
移

転
検
討
を
含
め
、
浸
水

発
生
時
の
住
民
避
難
誘

導
計
画
等
の
対
応
及
び

周
知
の
現
状
を
伺
い
ま

す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
施
設

２
か
所
が
浸
水
予
想
地

域
内
で
す
。
高
齢
入
居

者
の
避
難
は
、
個
人
で

は
難
し
く
地
域
住
民
の

協
力
が
必
須
と
考
え
ま

す
が
、
高
齢
者
施
設
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
町

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
訓
練
継
続
が
有
効

　
　
　
施
設
と
地
域
の

　
　
　
　
　
連
携
も
不
可
欠｣ 　
　

　
町
内
幼
保
施
設
は
浸
水
想
定
区
域

外
の
た
め
、
水
防
法
に
基
づ
く
避
難

確
保
計
画
を
策
定
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
、
避
難
訓
練
を
継
続
し
、
訓
練
の

課
題
を
生
か
し
て
い
く
事
が
有
効
性

に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校

等
に
は
教
育
委
員
会
か
ら
同
様
に
指

示
し
、
児
童
の
安
全
確
保
を
図
り
ま

す
。

　
避
難
所
は
施
設
の
規
模
な
ど
か
ら
、

学
校
等
の
公
共
施
設
を
指
定
し
て
い

ま
す
。

　
浸
水
被
害
の
想
定
時
に
は
、
防
災

行
政
無
線
等
で
、
該
当
地
域
へ
連
絡

し
、
他
避
難
所
へ
の
避
難
を
周
知
し

ま
す
。

　
な
お
、
想
定
区
域
外
へ
の
避
難
所

の
設
置
整
備
は
難
し
い
た
め
、
安
全

が
確
保
で
き
る
避
難
所
へ
避
難
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
介
護
施
設
に
は
、

各
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
基
に
指

導
し
、
防
災
対
策
補
助
制
度
も
周
知

し
て
い
ま
す
。
改
善
点
に
対
し
て
は

改
善
報
告
書
を
求
め
、
評
価
、
指
導

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
施
設
の
運
営
推
進
会
議

に
地
元
区
長
や
民
生
委
員
の
参
加
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
施
設
に
は

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
案
内
し

て
い
ま
す
。

　
よ
り
実
効
性
の
あ
る
防
災
対
策
を

は
じ
め
、
安
定
的
な
高
齢
者
介
護
施

設
運
営
の
実
現
に
向
け
、
今
後
も
関

わ
り
を
強
化
し
ま
す
。

坂
本
貴
佳
議
員

答
え

令和元年の台風19号により水没する水辺公園（渡瀬地内）

立ち退き避難（小中学校・公民館）　出典　内閣府
ホームページ（https://www.bousai.go.jp/oukyu/
hinanjouhou/r3_hinanjouhou_guideline/）



8【令和４年６月定例会】

一 般 質 問

かみかわ町議会だより

が
ん
患
者
の
支
援

◆
が
ん
患
者
の

　
　
　
社
会
復
帰
の
支
援
を

　
が
ん
と
闘
う
の
は
、
精
神
的
、
経

済
的
に
も
負
担
が
大
き
い
で
す
。
が

ん
治
療
を
行
う
上
で
、
抗
が
ん
剤
の

副
作
用
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

影
響
を
受
け
て
い
る
の
が
「
脱
毛
」

で
す
。

　
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
は
、
抗
が
ん
剤

治
療
中
の
方
が
仕
事
や
通
院
な
ど
日

常
生
活
に
必
要
と
思
う
の
で
す
が
、

医
療
費
控
除
や
健
康
保
険
で
は
、
い

ま
だ
に
適
用
外
に
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
は
美
容
用
と
は
違

っ
て
、
毛
量
の
増
減
に
対
応
で
き
た

り
、
通
気
性
の
よ
い
素
材
を
使
用
し

た
り
、
外
見
に
対
す
る
精
神
的
負
荷

の
軽
減
が
で
き
る
自
然
さ
な
ど
が
求

め
ら
れ
、
か
な
り
の
高
額
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
購
入
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
が
ん

と
闘
わ
れ
て
い
る
方
の
社
会
復
帰
の

後
押
し
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
町

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
男
子
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て
、
伺

い
ま
す
。
私
も
そ
れ
ま
で
は
、
女
性

ト
イ
レ
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
男
性
ト
イ

レ
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
た

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
前
立
腺
が
ん
摘
出
手
術
を
受
け
た

方
の
大
半
は
、
術
後
し
ば
ら
く
は
尿

意
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
、
お

む
つ
や
パ
ッ
ド
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
膀
胱
の
手
術
や
そ
の
他

の
疾
患
、
ま
た
加
齢
に
よ
る
尿
漏
れ

な
ど
、
パ
ッ
ド
が
必
要
な
男
性
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
の
方
が
男
性
ト
イ
レ
を
使
用
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
や
お
む
つ
を
使
用

し
て
い
る
方
は
増
え
て
い
ま
す
。
男

性
用
の
パ
ッ
ド
の
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
を
見
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
神
川
町
の
公
共
施
設
の
男
性

ト
イ
レ
に
も
、
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
が
、
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
県
内
市
町
村
の
動
向
を

　
　
踏
ま
え
、
検
討
し
ま
す
」　
　

　
が
ん
の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
仕

事
や
家
事
を
行
う
人
も
増
え
て
お
り
、

外
見
が
変
わ
る
こ
と
で
社
会
の
関
わ

り
に
消
極
的
に
な
る
人
も
散
見
さ
れ

ま
す
。　

　
こ
の
よ
う
な
中
、
が
ん
患
者
の
方

の
身
体
的
、
精
神
的
な
負
担
や
社
会

生
活
上
の
不
安
を
和
ら
げ
る
目
的
で
、

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
助
成
を
実
施
し

て
い
る
市
町
村
も
見
受
け
ら
れ
、
埼

玉
県
内
で
は
川
口
市
、
行
田
市
、
美

里
町
が
助
成
し
て
い
ま
す
。
町
と
し

て
は
、
県
内
他
市
町
村
の
動
向
を
踏

ま
え
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
の
男
性

は
、
治
療
後
も
一
部
の
方
は
頻
繁
に

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
が
必
要
に
な
る
こ
と

も
あ
り
、
外
出
先
で
捨
て
る
場
所
が

な
く
、
持
ち
帰
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
町
内
公
共
施
設
で
は
、
多
機
能
ト

イ
レ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
も
あ

り
ま
す
が
、
男
性
用
ト
イ
レ
に
は
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
設
置
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　
病
気
を
抱
え
な
が
ら
も
、
社
会
生

活
を
安
心
し
て
過
ご
し
積
極
的
に
外

出
で
き
る
よ
う
、
施
設
の
状
況
に
応

じ
種
類
や
設
置
場
所
を
検
討
い
た
し

ま
す
。

答
え

赤
羽
　
奈
保
子
議
員
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一 般 質 問

かみかわ町議会だより

町
内
の
小
学
校

◆
小
学
校
の
適
正
配
置

　
現
在
町
で
は
、
丹
荘
、
青
柳
、
渡

瀬
、
神
泉
の
４
小
学
校
で
５
６
８
人

の
児
童
が
日
々
心
や
体
、
学
ぶ
力
の

向
上
を
目
指
し
て
学
校
生
活
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
に
も
力
を
注
い
で
お
り
、
一

人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布

し
学
習
環
境
の
整
備
に
も
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
学
習
環
境
は
大
き
く
向
上
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
少
子
化
に
伴
い
、
児
童

数
の
減
少
へ
の
対
策
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
町
の
方
針
を
決
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
、

成
長
し
て
い
く
と
い
う
機
会
が
減
少

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
大

き
な
教
育
課
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
神

川
町
立
小
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
小
学
校
の
適
正

規
模
や
適
正
配
置
に
つ
い
て
の
答
申

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
と
っ
て

不
安
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

統
合
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
小
学
校
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
　
　

教
育
長

「
町
と
し
て

　
　
小
学
校
の
在
り
方
の

　
　
　
　
検
討
を
進
め
ま
す
」　
　

　
令
和
２
年
度
に
神
川
町
立
小
学
校

適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
８
回
の
会
議
が
行
わ
れ
、
令
和

３
年
３
月
に
検
討
委
員
会
か
ら
教
育

委
員
会
へ
答
申
さ
れ
て
い
ま
す
。
答

申
で
は
、
「
将
来
は
小
学
校
を
１
校

と
す
る
が
当
面
は
２
校
と
す
る
」
と

い
う
も
の
と
、
「
４
つ
の
小
学
校
を

残
す
」
と
い
う
２
つ
の
案
が
提
言
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
将
来
は
小
学
校
を
１
校
と
す
る
が

当
面
は
２
校
と
す
る
」
の
答
申
の
主

な
理
由
は
、
「
学
校
が
統
合
さ
れ
て

児
童
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
多
様
な

考
え
方
や
意
見
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
学
習
指
導
要
領
の
狙
い
に
合
っ

た
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
お
互
い
が
切
磋
琢
磨
し
子
ど

も
た
ち
の
一
層
の
成
長
が
期
待
で
き

る
。
将
来
は
１
校
が
望
ま
し
い
と
言

え
る
が
、
現
状
の
施
設
を
活
用
し
て

早
急
に
複
式
学
級
を
解
消
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
２
校
と
す
る
こ
と
が
適

切
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、｢

４
つ
の
小
学
校
を
残
す｣

と
い
う
答
申
の
理
由
は
、
「
教
職
員

の
目
が
行
き
届
き
手
厚
い
指
導
が
で

き
る
。
小
学
校
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
核
と
し
て
災
害
時
の
避
難
所
や
地

域
振
興
に
も
重
要
施
設
と
な
っ
て
い

る
等
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
町
と
し
て
も
、
今
後
の
小
学
校
の

在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
５
月
24

日
に
教
育
委
員
会
と
町
長
部
局
の
合

同
会
議
で
あ
る
総
合
教
育
会
議
を
開

催
し
、
答
申
を
再
確
認
し
、
今
年
度

か
ら
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

野
口
弘
吉
議
員

答
え

渡瀬小学校ホームページより転載

青柳小学校ホームページより転載
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議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

令和４年度神川町一般会計補正予算（第１号）
　原油価格・物価高騰対策や新型コロナウイルス感染症ワクチン４回目接種事業など。
歳入歳出に１億２，１１６万８千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各６１億６，９１
６万８千円とする。　＊11ページ写真①

◯

令和４年度神川町観光事業特別会計補正予算（第１号）
予算の総額を歳入歳出それぞれ２，６３４万２千円とする。 ◯
令和４年度神川町水道事業会計補正予算（第１号）
　第３条予算の水道事業収益を３億１，３９９万６千円、水道事業費用を２億８，００
１万２千円と定め、第４条予算の資本的支出を１億９，４４７万５千円とする。

◯

６月定例会議案一覧及び審議結果「予算」６月定例会議案一覧及び審議結果「予算」

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

神川町こども医療費支給に関する条例及び神川町重度心身障害者医療費支給に関する条
例の一部を改正する条例
　現物給付の対象となる医療機関等を拡充するため、所要の改正を行う。

◯

神川町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例
消防団員の出動報酬の支給額について、所要の改正を行う。 ◯
工事請負契約の締結について
　新神泉総合支所建設工事の契約。　＊11ページイメージ① ◯
物品購入契約の締結について
　神川町消防団第１分団消防ポンプ車両購入の契約。　＊11ページ写真② ◯
専決処分の承認を求めることについて
　神川町税条例等の一部改正を行う。 ◯
専決処分の承認を求めることについて
　神川町国民健康保険税条例の一部改正を行う。 ◯
令和３年度神川町一般会計繰越明許費繰越計算書について
　全９事業の予算総額５，２８６万５千円を翌年度に繰り越すもの。 報告のみ

陳　
情

住宅間の道路の修繕及び舗装について
　総務経済常任委員会では、｢全会一致｣により採択され､本会議でも採択になりました。
12ページをご覧ください。

採　択

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

６月定例会議案一覧及び審議結果｢条例・契約・陳情等｣６月定例会議案一覧及び審議結果｢条例・契約・陳情等｣

議会の役割とは？

　神川町議会は、町民の代表者12名によって構成
され、私たちの神川町をより明るく住みよいまち
にするため、皆さんの負託により、重要な町政運
営の方針を決める役割をもっています。
　議会は議決機関と呼ばれ、議会の議決をもとに
執行機関の町長が実際の仕事を進めていきます。
両者は独立した機関として対等の立場にあり、互
いに協力して町政の発展のために活動しています。

議会
豆知識
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　テレビ埼玉　９月４日（日曜日）､11日（日曜日）
午前10:00～10:15
　常任委員会委員長インタビューを放送します。
　すてきな賞品の当たるプレゼントコーナーもあります。

　１日　全員協議会
　５日　埼玉県町村議会議長会役員会
　７日　春の交通安全運動キャンペーン
　８日　第１回区長会
　12日　更生保護女性会総会
　21日　人権擁護委員協議会総会
　22日　議会だより編集部会
　26日　臨時議会運営委員会
　28日　全員協議会

　14日　神川町商工会青年部通常総会
　18日　神川町観光協会総会
　19日　児玉郡町議会議長会総会
　　　　神川町商工会通常総会
　21日　文化協会総会
　25日　社会福祉協議会理事会
　26日　議会運営委員会

　１日　全員協議会
　　　　暴力排除推進協議会監査
　　　　議会だより編集部会
　７日　第２回定例会（一般質問、条例、
　　　　補正予算等説明）
　９日　文教厚生常任委員会協議会
　10日　総務経済常任委員会
　14日　第２回定例会（条例、補正予算等
　　　　質疑・討論・採決）
　21日　神川町戦没者追悼式
　23日　シルバー人材センター定時総会

議  会  日  誌

４月

５月

６月

＊本日誌は、主に議長出席の行事を掲載して
　います

＊イメージ①：新神泉総合支所イメージ

※詳しい放送スケジュールは、埼玉県議会ホームページをご覧ください。
https://www.pref.saitama.lg.jp/s-gikai/index.html

＊写真②：消防団ポンプ車両（参考写真）

＊写真①：４回目ワクチン接種会場

「　　　　　県議会です」「　　　　　県議会です」こんにちはこんにちは
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かみかわ町議会だより

スマホで議会！
早朝のひととき写真タイトル：

フォーカス友の会　小笠原　智宏さん
撮影場所：大字新里地内

撮  影  日：平成28年９月27日

　　　　　彼岸花の撮影に出かけると、用水路の魚

　　　　　を狙ってダイサギが佇
たたず
んでいました。

撮 影 者：
ひとこと

　スマホでＱＲコードを読み
込むと
　「町ＨＰから神川町議会の
ページ」が閲覧できます。
12月定例会は、12月６日（火）から
開催予定です。 】【

撮 影

議　会　活　動　報　告

　６月10日（金）、総務経済常任委員会を開催し、
執行部から建設課職員の出席を求め、現地では、陳
情者立ち会いのもと､新宿峰岸地区の｢住宅間の道路
の修繕及び舗装について｣慎重に審査いたしました。
　陳情者より｢道幅が狭く、雨が降ると水溜まりが
でき、通行に支障をきたしている｡」との説明があ
りました｡執行部からは｢町全体の道路整備の優先順
位を考えながら検討したい｡｣との説明がありました。
　討論では、反対は無く、｢採択すべきもの｣と決定
しました。

総務経済常任委員会　陳情を慎重審査総務経済常任委員会　陳情を慎重審査

　６月９日（木）、教育委員会及び町内すべての小学校
の協力を得て、コロナ禍での小学校におけるタブレット
の使用状況を見学しました。
　児童は上手にタブレットを使用していたので、今後の
利用方法を見守っていきたいと感じました。また、トイ
レを家庭環境と同様の洋式に更新した状況も確認しまし
た。
　神泉小学校・丹荘小学校では、芝生の生育状況及び管
理体制を確認し、ボランティアに頼る状況を聞き、今後
の管理継続の検討を認識しました。

文教厚生常任委員会　学校訪問文教厚生常任委員会　学校訪問


